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　近年周産期医療 では新生児に出現しうる疾患 ， 合併症に対する高度の知識と診断治療技

術が要求 される ようになっ た．

　本書は新生児期 に出現し，緊急を要する疾患．病態 に つ い て記述され て い る ．それぞれ

の病態生理か ら鑑別点 ， 治療法まで 理解 しや すく簡潔 にま とめられ て おり，実際に即 して

一
歩踏み込んだ記述が多 い 点が特徴とい える．特 に胎児 ， 新生児疾 患の back8round

，

電解質異常 ， AIDS を含めた 感染症な どは著者が力をい れた 項目のようで ， 読みごたえが

ある．また，医原性 トラブル，臨床の実際の手技，新生児搬送などをとりあげて いる点も

従来の成書 にはみられない ものである．

　未熟兒 ， 病的新生児管理が NeOnatOlOgistを中心｛こ行われて いる の が現状で あるが ，

周産期を通 じて連続的に管理するという観点からわれわれ産婦人科医にとり勘須 の好蕎で

ある と とも に ， hi8h　risk　Pregnancy ＆ infantを扱う施設で は是非そ ろえ ておきたい著書

の一
つで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福島県立医科大学産婦人科助教授 星　和彦

K
みノ

　 本書は47章か らな る産婦人科 の学生， 研修医向け教科書で ある ．分担執筆であるため各

章ごとにまとまっ た読物 とな っ ており，専 門家にも興味育るものとな っ てい る．特徴の 1
つ はその章立てで ， 小児婦入科学 ， レイプ， 婦人の精神的問題 老化などトピッ ク的な事

項も多 く取 り上げ られており，そ れぞれの問題につ き一読することで 問題点や 解決法が明

確に霽かれている．またもう 1つ の特徴は各章のはじめにその章の目的が問題形式で 書か

れ て いる こ とで あ る．た とえば第10章の月経困難症 と月経前症候群の 項の 問題は 以下の よ

うで ある ．A ．原発月経困難症と続発 月経困難症を定義 しなさ い ，　 B ．月経困難症の 4つ

の原 因をあげな さい ，○．16歳の強度の原発月経困 難症と3ア歳で 最近 3年の間 に次第 に増

強 す る月経 困難症の 患者 の 管理 方針 を の べ なさい
，

D ．月 経前症候 群 （PMS ）の 定義を

琶いな さい ， E．月経前症候群患者の管理方針を 述べな さ い．き ちん と本文を読め ば答え

がは っ きりと書かれて い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学産科婦入科講師　三橋 直樹
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